
日本燃焼学会詰 第 48巻 143号 (2006年)12-54

■日本燃焼学会創立50周年記念特集■

Journal ofthc COmbustio■Society of JdPan

Vo1 48 No 143(2006)12-54

日本燃焼学会創立 50周 年を迎えて

日本燃焼学会 会 長 角 田 敏 一

日本燃焼学会は,1955年 に日本燃焼研究会 として創立さ

れ,ほ ぼ同時に燃焼分野の国際的組織である国際燃焼学会

(TllC COmbustion lnstitutc)の日本支部 となりました その後ぅ

1991年 に日本燃焼学会 と改称され, このたび 50周 年を迎

えることにな りました 本 会 は,「国際燃焼学会 と緊密 な

関係を保ちなが ら,燃 焼に関す る学術研究の振興な らびに

その成果の普及を図るJと の趣旨で創立され,国 内はもと

より国際的 に幅広 く活発な研究活動を行 うことにより,燃

焼分野の学術振興ならびに技術革新に多大な貢献をしてき

ました

正会 員 25名 お よび維持会 員 18団 体 で創立 され た本会

は,そ の黎明期 に矢木栄初代会長をはじめ詰先輩のご指導

により,盤 石の礎が構築されました そ の後 ,我 が国産業

の著 しい興 隆および学術研究の躍進に伴い発展の一途 をた

どり,正 会員 720名 余および維持会貝 64団 体を擁 する学

会に成長 しました こ の ところ,新 規加入の維持および正

会員が急増 する兆 しがみうけられ,本 会のさらなる発展が

予感されます

本会所属の碩学により, これまでに世界最高水準の独創

的で卓越 した多 くの学術研究が行われてきました こ れ ら

の研究成果 は,国 際的にきわめて高 く評価 され,国 際燃焼

学会か ら幾度 とな く顕彰されて きました 世 界の燃焼研究

者が一堂に会 し最新の研究成果 について議論する国際燃焼

シンポジウムを二度にわた り主催 しました 第 15回 (1974

年,東 京者Dお よび第 29回 (2002年,札 幌詢 国際燃焼シ

ンポ ジウムは,関 係各位のご尽力に より盛大 に開催 され,

会議運営な らびに講演内容につ いて世界各国の参加者 から

絶賛の声が寄せ られました こ れまでの貢献により,本 会

の国際的地位は着実に向上 し,国 際除焼学会副会長 理 事

などの要職 を担い,世 界の燃焼 学分野において指導 的役割

を果 たしてきました ま た, アジア大平洋 国際燃焼会議

(ASPACC),な らびにアメリカ,ロ シアあるいはオース ト

ラリア燃焼学会 と本会 との合同燃焼シンポジラムを開催す

るなど,近 隣諸国とはとくに親密な活動 を積極的に展開 し

てきました

1963年 ,12編 の論文 とともに日本化学会議堂で産声を

上げた燃焼 シンポジウムは,そ の後着実 な発展を遂げ,参

加者 550名 余,論 文数 250編 余を数えるまでに成長 しまし

た 新 しい最先端の学術的知見の講演発表に対 し真摯で活

発な質疑討論が繰 り広げられ, 多 くの参加者で埋め尽 くさ

れた詰演会場は熱気に溢れています 燃焼シンポジウムは,

燃焼科学お よび技術分野におけ る貴重な情報の発信源 とし

て重要な役割 を果たし,社 会か ら高く評価されてきました

学会誌 「燃焼研究Jは ,1959年 に創干」され,2002年 に

「日本燃焼 学会誌Jへ と改称 され,現 在 に至 っています

年 4回 発行 される美 しい装丁の学会誌には,原 著論文なら

びに総説記事が掲載され,好 評を博 してきました 本 会は,

これ まで に燃焼科学 ・技術分野 にお ける永年 にわたる貢

献,優 れた研究 および技術に対 し,功 労賞,論 文賞ならび

に技術賞をflg呈し,そ の栄誉を讃えてきました ま た,将

来を担 う新進気鋭の研究者育成 を目的 として,奨 励賞を増

呈するとともに,国 際会議参加費用の援助を行ってきまし

た 近 年, 燃焼に関わ る学術研究の最先端 を明 らかにする

とともに将来 の技術動向を探 る目的で,「先進 的燃焼技術

の調査研究 J委 員会を発足 させました 活 動は順調 に進捗

し,最 新の情報 と解説を満載 した報 告書が参加企業 団 体

に配布され,高 い評価を得ています 本 会は,現 在任意団

体であり, これまでに会員か ら法人化への強いご要望が出

されていま した こ のたび】新公益法人法が施行されるの

を機に,会 計年度 ,役 員任期,総 会開催時期,シ ンポジウ

ム開催時期 の再検討を含む法人化への準備作業に本格 的に

取組み始めました

研究の創造性が研究者個人に帰属することはもちろんで

すが,優 れた科学 産 業技術の構築には, これに加えて研

究者間の連携ならびに知識集約 が必要不可欠です 本 会の

重要な使命 は,個 人の創造性を育むとともにその研究成果

が大 きな社会的波及効果を生むための場を提供するこ とに

あると考えます 創 立 50周 年を迎えるにあた り,詰 先輩

が構築された伝統に安住することな く,新 しい時代 に向け

た変革を行 い,さ らなる充実 発 展をめざして通進する覚

悟でございます

これまでご厚情を賜 りました関係各位に対 しまして あら

ためて哀心 よ り感謝申 し上 げます とともに,一 層 のご線

撻 ご 支援を賜 りますようお願い申し上げます


